
 給食だより  

 

 

令和 7 年 4 月 3 0 日 

大田区立大森第八中学校 

校   長  大 山  剛 史 

栄 養 職 員  平 松  秋 生 

   

 

朝ごはんを食べると体温が上がり、体全体が目覚めて元気に活動すること

ができます。脳の活動に必要なブドウ糖も補給され集中力が高まります。  

また、よくかんで食べることで脳や消化器官も目覚め、朝の排便にもつながり

ます。規則正しい生活を送るためには朝ごはんは欠かせません。 

 

端午の節句の食べ物 

端午の節句には、関東では「柏餅」、関西では   

「ちまき」を食べる風習があります。 

柏餅に使う柏の葉は新芽が出るまで葉が落ちない

ことから、子孫繁栄の意味があり、縁起の良いものと

されています。ちまきはもち米を笹の葉や竹の皮で包

んだもので、武士が戦のときに持って行く携帯食だっ

たと言われています。笹の葉や竹の皮には抗菌作用が

あり、食べ物を保存するのに使われていました。 

給食では 2日に端午の節句の行事食として「中華ち

まき」を提供します。 

今月の行事食等 

    1日（木） 八十八夜：豆乳抹茶プリン 

    ２日（金） 端午の節句：中華ちまき 

  １２日（月） 奈良県の料理：色ごはん・飛鳥鍋・黒糖くずゼリー 

  １９日（月） 韓国の料理：チーズタッカルビ・大根ときゅうりのキムチ 

  ３０日（金） 運動会応援献立：ソースチキンカツ丼 


